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（６）委員の追加意見・要望等 
１．機関別認証評価の結果 
 評価結果をフィードバックすることにより、学校運営の改善に役立てるとともに、定期

的な評価の実施により、学校における教育研究活動等の質が保証されていくものと考えま

す。 
 また、今後においても同評価の公表により、学校の状況を明らかにし、それらを社会に

示すことにより、公共的な機関として新居浜高専が高い教育研究水準を維持しながら、適

正な学校運営が継続されていることについて、地域の広い理解と支持が得られていくこと

を期待いたします。                         （佐々木委員） 
 
 「自学自習シート」「セルフプランニング実験」の取組みが評価されたのは大変喜ばしい

ことと思います。 
 就職率、進学率が高くなっていることは大いに評価できることです。ただ過去の日本全

体の傾向として大学崇拝の時期がありましたが、高専が学歴主義の幻影に取り憑かれてい

ないかと心配しています。進学して更なる勉強、研究を続けたいというのは評価できます

が数が多いほど良いとは言えない。全員目標は違うはずで、進学する者は数％が妥当と思

われます。単に年齢だけで高専卒を短大卒相当と扱ってきたせいでもあります。昔は大卒

並みとして扱われ、就職試験も大学生と並んで受けたものです。学歴偏重社会をもういい

かげん壊す必要があるし高専がその突破口となれそうな気もします。   （平田委員） 
 
 種々の角度から、多種・多様な取組が計画、実行されており、その成果が多くの「優れ

た点」として評価されているものと推察いたします。今後とも優れた点の更なるブラッシ

ュアップや自己評価書に掲載した問題点の改善等、更に高い成果を目指して活動されるよ

う祈念致します。                       （塩田 北山委員代理） 
 
２．地域と連携した教育活動の取組 
 現代ＧＰ事業において取り組まれている「小中学校教員教材開発実技研修会」や「まち

づくり３プロジェクト」等については、現代ＧＰ事業終了後も新居浜高専独自の地域連携

事業として継続されるよう望みます。 
 また、地域産業との連携促進や子どもたちの理科離れ・ものづくり離れなど、地域が抱

える課題の解決において、貴校のもつ技術や情報、人材などが一層活かされていくことを

望みます。                             （佐々木委員） 
 
 出前授業は社会との接点、学力の向上等、受身人間からアクティブな活動をするタイプ

に変えてゆける素晴らしい取組みと思います。三方良し。 
 学生の参加分布の偏りが気になります。それともっと多くの学生＆先生に参加して欲し

い。                                （平田委員） 
 
 現代ＧＰをベースとして、３０回を超える出前授業による小中学校の科学教育の支援、

これを遂行することによる学生の実践的人材教育、さらには高専市民講座や、ものづくり・

実験を主体とした小中学生向け出前講座の開催等、高専の地域と連携した教育活動は先生

方や学生の多大のご努力により着々と成果を上げているものと思われます。現代ＧＰ終了

後もこれらの活動の継続、発展を期待しております。      （塩田 北山委員代理）  
 
３．入学志願者の確保 
 上記２に記述させていただいた地域との連携に対する積極的な取り組みが、入学志願者

の確保に繋がるものと考えます。 
 また、公開授業の実施やマスメディアを活用した教育的成果の公開などＰＲ活動の充実
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も検討の余地があると考えます。                  （佐々木委員） 
 
鳥人間コンテストやロボコン等、強力に支援して学外に名を知らしめ、子供達の憧れの学

校像をつくってゆく必要がある。                   （平田委員） 
 

 
 少子化の折、優秀な学生の確保に先生方が大変な努力をされていることが、よくわかり

ました。受験者である中学生に対し高専を知ってもらうために各種のイベントを実施され

ておりますが、将来を技術者として歩むことを受験の段階で決定しなければならない中学

生にとっての判断材料、動機付けとして、かかる活動は極めて重要であると思います。 
                               （塩田 北山委員代理） 
 
４．その他 
 特になし 


